SMS を作が/送信する 


ここでは、 SMS の新規作成か6送信までを説明します。 

I ® を押しにあと、「タール」を選び、 ® を押す。 

•待受画面で回を巧しても、操作できまず。 

ヴ 「 SMS 新規作な」を選び、 ® を押 


SMS 作成画面が表示されまず。 

3宛先入力欄を選び、 ® を押す。 

宛先入力時にできること ： D ：^ P .14-9 

4宛巧を入力する。 

宛先の入力方法： D ：^ P .14-7 操作 4 
■ SMS の宛先選択画面では 「乂ールア 
ドレス入力」 は表示されまだん。 

5本文入力欄を選び、 ® を押しにあと、乂ールの本文 
を入力する。 

® の代わリにダイトルボタンを巧しても、本文入力画面を 
表示できまず。 

文字の入力方法： D ：^ P .3-5 

6 ® を押す。 

乂ール本文の修正： @" P .14-8 操作8 
乂ール本文の削除：惕 P .14-8 操作8 
デルモジ表示の確認： @= P .14-8 操作8 
送信オプションの設定： o ：^ P .14-15 
送信予約 ： o ：^ P . 14-17 
作成した乂ールを下書きに保な： o ^ P .14-18 

7因 （ 送信 } を押す。 

SMS が送信されまず。 



SMS 作成画面 










SMS 作巧中に S! 乂ールに変換する 


■ SMS 作成画面で、夕の操作を行いまず。 

回 （ 乂ニュ ー)♦「S ! 乂ールに変換」選択「はい」 
選択伞® 

• SMS 本文入力中に送信巧能文字数を超えると、超過した文字 
も入力された状態で、 S! 乂ールに変換されまず。 

■ S! 乂ールに変換ずる：「はい」選択 ♦® 


S ! 乂ールを作巧/送信する 


ここでは、 S! 乂ールの新規作成を例に、宛先入力か6送信 
までを説明しまず。 

I ® を押したあと、「乂ール」を選び、 ® を押す。 

•待受画面で回を巧しても、操作できまず。 

ヴ「新規作な」を選び、 ® を押す。 

S!^ —ル作成画面が表示されまず。 

•待受画面で回を長く （ 1秒 iU 上）巧 
しても、 S! 乂ール作成画面を表示でき 
まず。 



S! 乂ール作成画面 


3宛先入力欄を選び、 ® を押す。 

宛先選択画面が表示されまず。 

宛先入力時にできること ：o：^P.14-9 

4 アドレス帳か5宛先を選 t 尺する 

nr アドレス帳」を選び、策を 
押す 

曰送信巧を選び、 ® を押す。 

アドレス帳の検索方法： O^P.4 - 
8「アドレス帳から電話をかける」 

ド。作2〜っ 

宛先が複数登録されているアドレス帳選択時：ソフトバ 
ンク携帯電話の電話番号/ E-mail アドレス選択 ♦® 

メーノ//クノ //— プ () から宛巧を選 f 尺ずる 
n 「乂ールヴループ選}尺」を選び、 ® を押す。 
曰乂ールヴループを選び、 ® を押ず。 

宛先の追加；宛先入力欄選択「宛先追加」選択 
♦® ♦操作4をくリ返ず 

送信履歷から宛先を選択する 
n 送信巧を選び、 ® を押ず。 

•送信履歴は、マークのあとに名前や電話番号 /E- 
mail アドレスが表示されているものでず。 

簡単夕ール宛先 (原り 4-33) か6宛先を選がする 
nr 簡単タール宛先」を選び、 ® を押す。 

曰送信巧を選び、 ® を押す。 


巧I跨 y 


宛先選択 

閣アト‘レス帳_ 


あ； H が jh ア選択 
煙簡をメ-ル宛先 
百電話番号入力 
@ メ-が卜’レス入力 
岛 木が涅也 
M 北山かおる 



宛先選択画面 

















宛先を直接入力する 

n 「電話香号入力」まには「タールアドレス入 
力」を選び、 ® を押す。 

日ソ フトバンク携帯電話の電話香号まには E-mail 
アドレスを入力し、 ® を}甲す。 

5件名入力欄を選び、 ® を押す。 

件名入力画面が表示されまず。 （® の代わリにダイトルボ 
タンを巧しても、件名入力画面を表示できまず。） 

6件名を入力し、 ® を押す。 

•最大全角256文字（半角512文字）まで入力できまず。 

7^「图本文」を選び、 ® を押しにあと、 S ! 乂ールの本 
文を入力する。 

文字の入力方法： 

■マイ絵文字履歴リストからマイ絵文字を入力したときは、 
自動的にアレンジ乂ール作成画面になリまず。 

(樹 P.14-11) 

他社送信用絵文字の入力：本文入力画面で図（乂ニュー） ♦ 
「他社送信用絵文字」選択「ドコモ巧応」/ 「au 巧 
応」/「ソフトバンク巧応」/「携帯3社共通」選択 

絵文字選択 ♦® 

■選択したモードによっては使えない絵文字もあリまず。 

■ 選択したモードは作成中の乂ールにだけ有効でず。 

■ モードを変更しても入力済みの絵文字には反映されまだん。 
アレンジ乂ールの作成： 

署名の入力：本文入力画面で图（乂ニュー）♦「その他」選 
択^®^「署名」選択 

■自動挿入を 「On」 にしているときは、署名が自動的に挿 
入されまず。 (o:^P. 14-35) 


g ® を押す。 

乂ール本文の修正：本文入力欄選択 ♦ 

® ♦本文修正 ♦(§) 

乂ール本文の削除：本文入力欄選択 ♦ 

図けこュ ー)♦ 「本文消去」選択♦多） 

デルモジ表示の確認：本文入力欄選択 

♦图（乂ニュー） ♦ 「デルモジ表示」 

選択 ♦® 

■ 受信側がデルモジ対応機のときの、受 
信側での表示状態を確認できまず。 

送信オプションの設を： D：^P.14-15 
フィーリング乂ールの作成： o^P.14-15 
送信予約： o：^P.14-17 
作成した乂ールを下書きに保な： o:^P.14-18 

9ファイルの添付などを巧う。 

ファイルの添巧： D：^P.14-10 

M 因（送信）を押す。 

^ールが送信されます。 

•送信中にク □- ズポジションにしても、送信は中止され 
まだん。 

送信中の乂ールをキトン t ル：因（キトン它ル） 

■ タイミングによつては、キトン t ルできないことがあリ 
まず。 



乂ール作ぶ中に着信があると 


■作成中の乂ールは保護されていまず。通話などを終わると、作 
成を継続できまず。 









